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ら

ず

し

そ

、國

蒙

韋

强

洛

旗1

が
：蕾
6

,
分
配
：：と 

ド
»

は
'
,
:る
' 

乙
：.と
、甚

だ

大

な
'
る
も
の
.
あ
，る 

を
認
：む
.
.る

が
^

め
K
:外

衣

ち
.ざ
る
を
、明
に
甘
ざ
る
：其

'
不
智
に
之
を

.
求
む
.
可
.
き
な
れ
ば
、先

.づ
，彼 

0
i i

^

:

5s

i
,調
し
て
、雜
等
：の
誤
解
を
正
し
、世
人
の
惑
を
解
か
ん

.
は
、邦
家
の
爲
め
に
も
將
た
又
た 

ー
斯
學
‘向
1

の
«

-®
0

^

,め
に
.毛
.
共
に
必

3?
:

%
く
可
.
か
.ら
：ず
と

.謂
ふ
可
し
。

然

.
亦
も
彼

0

點
を 

■

:

_

し「

て
：.此
目
曲
ー
に
資
，益
せ
ん
に
は
、則

ち

又
た
先
づ

B-
q

■分
法
#

蕃
•
の
所
，論
に
：
則

ぅ

て

統

一

的 

:
に
.：‘是

等
.
9
,諸

點

を
J®

明
す
.
る
、を

以

そ

：最

緊

要」

事
.た
ぅ 
>
.
す

べ
し
。

I1
I
Jち
吾
人
に
彼
の
言
あ
る 

'所

‘以
，'な
る 

>が
、人

若

,̂
重

き

‘
.
を

此
-©
it
置
き
：吾

入

叙

上
.の：，議
論
を
見
る
あ
ら
ん
か
®
人
の
所
謂 

四
分

"法
0
,辨
は
，繼

.て
又
た
齔
章
政
策
の
辨
、勞
働
問
題
の
辨
た
ら
ん
表

b

。
即
ち
四
分
法
の
辨 

に
‘合
せ
；
て
.又
-た

之

を
'，辨

じ

傲

く

所

以

な
&

と
.す

矣

。

:;
:
;
:德

川

時

代

0

尙

農

論

{:

對

す

'

:
:

V
,

ゾ
る
支
那
思
想
：

へ

」

，

:

野

尻

：
淸

隆

.

ぐ
史
を
閱
す
る
に
甘
本
書
記
集
神
天
皇
の
條
^

ー.

：̂ 

天
下
の
大
本
な
6

民
の
#
ん
で
以
て
生
く
る
所
な
ぅ
、
 

今
河
內
狹
灼
狹
山
姐
田
水
少
し
へ
是
を
以
て
其
國
百
® 

農
事
を
怠
る

’

其
れ
多
く
犯
'#
を
開
き
て
以
て
民
業
を 

寬
め
ょ』

(
n
：

本
書
都)

.
：と
：

あ
；， 0

、
「

我
國
古
來
瑞
穂
の： 

.
裯
ビ
獬
し
、
半
穴
居
時
代
忙
於
で
振
撈
狩
繳
ビ
同
時
に 

幼
稚
な
る
耕
作
法
に
依
る
農
業
を
營
み
し
峙
代
に
米
穀 

め
產
出
あ
b

て
之
を
常
食
S
せ
し
說
を
是
認
す
る
時
は 

(

福
田
[$
±

日
本
經
濟
史
m

參
照.)

.
當
時
«

に
Is
m

を
以 

て
國
家
#

立
'0
逃
礎
ビ
す
る

Q

思
想
あ
り
む

や
言
を
俟

第
十
二
怨(

ニ
六一

)

.

雑

錄

德

川

時

.代
の
尙
锋 .

.

.た
ざ
る
所
な
り
、
爾
來
膣
代
の
德
帝
農
事
の
發
達
を
以 

,T1

國
の
最
大
要.
務
这
し
、.
或

：は
，池

溝

を

關

き

て

灌

漑 

に
便
な
ら
し
め
或
は
拓
殖
移
住
の
策
を
立
て
、
興
の
發 

達
を
促
進
せ
し
め
た
る
等
、
農
政
に
カ
を
須
ひ
た
る
離 

一
淡
し
て
少
し
と
せ
ず
、
爾
來
古
代
ょ

:̂S

中
世
、
中
®

ょ 

I

ぅ
近
世
に
至
る
迄
、
農
は
事
實
上
國
家
の
根
本
に
し
て 

\

王
政
の.
要
、
生
民
の
基
、
農
を
中
心
ビ
し
て
の
政
览
上 

|

^
築
か
れ
た
る
政
治
經
濟
に
外
な
ら
ざ
6

き
0 

,
‘
.
，
玆

に

於

て

か

我

國

舊

時

代

の

學

者

に

し

て

苟

も

ロ

R 

經

濟

を

云

爲

す

る

者

I

人

と

し

て

農

本

主

_

論

漭

な

ら 

ざ
る
は
な
し
、
太
宰
廣
臺
の
如
き
も
其
數
に
f t
れ
ず
し 

て
*

罾«

の
P

る
所
に
於
て
之
れ
が
消
息
を
洩
せ
A

、

:
j
即
ち
日
く
’

.

『

民
の
業
に
本
末
ビ
云
ふ
*

あ
'り
、農
を
以
て
本
業
ビ 

云.
ひ
、X
商
質
を
以
rc
末

業

と

去

：
ふ
、

(

中
略)

農
拔
少
け 

れ
ば
國
の
灰
食
乏
し
く
な
る
故
'1
C
先
王
.の
饴
め
に
は
殊 

に.

を
重
ん
せ
6

る(

經
濟
錄
食
貨
篇)

.
又

.0

.く
、『

夫
れ
.福
揭
ヒ
：粟
ミ
：は*
.ょ
6

生
す
故
に
先

输
-U

謝
す
石
支
那
思
想
の
影
響S
3
號
. 

一0
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ニ
六
l

w

雜

錄
.

德
川
_

代
の
倚
牋
論|:
對
す
芯
支
那
思
想
.の
影
響
筋
二
號

1
〇
六

王
先
づ
之
を
貴
ぶ
凡
そ
爲
國
の
急
は
必
す
先
づ
末
作
の 

巧
を
禁
ず
、
末
作
の
巧
禁
す
れ
ば
、
則
ちK

游
食
す
る 

.所
な
し
、
民
游
贫
す
る
所
な
け
れ
ば
則
ち
必
ず
農
を
事 

ビ
す
、
民
農
を
事V」

す
れ
ば
、
.
.則
ち
田
塑
ら
く
田
龜
く
、
 

れ
ぼ
則
粟
多
し
、
粟
多
け
れ
ば
則
ち
國
富
む
、
國
富
め 

m

則
丘
ハ
强
し
、
兵
强
け
れ
ば
則
、
戰
朥
つ
、
戰
勝
て
ば 

:
則
地
廣
し
、
是
を
以
て
，、：先
王
は
衆
民
强
兵
疆
地
富
國
の 

必
:̂

紙
ょ
り
生
す
る
|:

知
れ
る
也
.(

產
ぎ
时
、1
潮) 

玆
に
於
て
か
彼
は
語5:
:
繼
け
セ
.日
く
，

『
粟
を
生
せ
ざ 

る
の
國
は
亡
ぶ
、
粟
生
し
て
死
す
る
も
の.：は
齠
ミ
な
6

、 

粟
生
し
て
死
せ
ざ
る
も
の
ゆ
王
と
な
る
槳
は
玫
の
歸
す 

る
所
也
粟
は
地
の
歸
す
る
所
也
粟
は
財
の
歸
す
る
所
也 

粟
多
け
れ
ば
則
天
下
の
物
盡
く
至
る
矣
ヽ

X

中
略)

ヽ
所
謂： 

興
利
は
農
辦
を
刺
す
る
也
？
所
謂
除
害
は
農
事
を
害
す 

る
者
を
禁
す
る
也r
m
摩
勝
れ
ば
？
則
ー
入
粟
多
く
.、
入
粟 

多
げ
れ
は
則
8!
#

む
、
、國
罾
め
ば
則
鄕
に
安
ん
.じ
家
を 

重
ん
す
、
鄕
に
安
ん
じ
家
を
重
ん
す
れ
ば
則
锻
を
絕
し 

«

を
易
へ
衆
を
歐
ち
民
.を
刺
し
之
を
殺
ず
に
至
る
も
而

か
も
民
惡
ま
ず
、此
れ
粟
を
務
む
る
の
巧
な
6

、
上
み
農 

を

利

せ

^

れ

は

則

粟

少

し

粟

少

け

れ

ば

則

人

贫

し

人

贫 

し
け
れ
ば
則
家
を
輕
ん
す
、
家
を
輕
ず
れ
ば
則
去
b
J i 

し
去
り
易
け
れ
ば
則
上
令
必
中
行
は
れ
す
、
上
令
行
は 

れ
ざ
れ
ば
則
禁
必
ず
北
ま
す
禁
1

ま
S

れ
ば
則
戰
必
す 

勝
た.
す
守
必
ず
固
か
ら
ず
、
夫
れ
令
行
ば
れ
す
禁
止
ま 

ず
、
戰
勝
た
す
守
固
か
ら
ず
、
之
を
命
け
て
窬
生
の
嚼 

S
云

ふ

：此

れ

農

を

利

せ

ず

粟

少

き

の

.窖

に

由

る

粟

は

王 

の
本
事
也
ヽ
人
生
の
大
#
^

入
の
罾
お
國
の
逍
な
&
、』

蓮

I
、

綴

)

.：

ど
て
彼
は 

一i l
の
®

®
は
其
國
農
業
の
盛
衰
に
依
つ
て. 

定
咬
る
可
く
一
國
の
治
，否
は
農
说
の
興
廢
消
長
に
依
：る 

':
:
べ
き
を
論
ず
る
に
力
め
た
i

。

,

ノ
惟
ふ
に
、
_

/I
I

w

代
に
が
て
學
者
爲
政
家
の
異
ロ
p i 

音
に
主
.唱
せ
し
農
本
主
義
は
其
の
根
柢
に
於
て
之
れ
が 

時
代
的
政
策
ビ
し
て
.最
も
當
を
得
た
る
も
の
な
る
や
論 

な
し
、蓋
し
當
時
の
國
家
組
織
S
社
會
狀
況
並
に
一
般
® 

想
界
0
趨

勢

を

認

識

す

る

者

は

直

に

這

箇

の

所

驗

.に
到

灌
す
へ
き
必
然
性
を
推
斷
す.
る
に
雛
か
ら
ざ
る
な.
6
。

.

.
遮

興

、

吾

人

は

之
.̂

同.
時

に

當

時

の

：思

想

界

を

支

配 

す

る̂
«

も

有

カ

な

々

ム

支

都

學

說

：の
影

« 0
の
存
す
る. 

あ
b

て
、
へ
.益

々

農

本

主

義

論

.
の

根

抵

を

固

め

.
た
る
の
事 

::實
を
看
過
す
る
を
得
ず
P
,

,

:

:
熊
1

山
は
！

H

ぐ
、
.

.:『

求
を
務
む
る
.W
姓

多

く

、
末

を

追

ふ

町

人

少

く

な

，れ 

.
ば
、.
權
威
已
へ
取
戾
す
べ
し(

大
學
或
g

)

o

'
 

荻
生
机
徕
は
日
く
ノ 

『

本
を.
重
ん
じ
末
'̂
抑
^

る.
乙
と
‘

れ
古
聖
-A
のa
 

な
ぅ
、
本
S

は
農
衣
^.
末
ビ
はH

商
な.
be
政
談)

6 

.
 

ソ
又
日
く
、『

武
家
^
1 '
姓
^
は

.1
1:1
地
ょ
5
部
0 :
渡
世
は」 

無
く
て
へ
常
住
の
者
な
，れ»

ロ<
武

家

と

，百

鄉

？

の
常
住
に 

宜

し§

欉

に

す

る

を

治

.
の

极

本

と

す

べ

^

商

人

は

不

定 

«.
名
渡
世
を
な
す
者
放.

：.
商
人
の.
潰.
る
、
事
を
ば
.嘗 

て
憐.
ふ
ま
じ
ぎ
也(

同
上)

0 

.

佐
藤
信
測
は
同
ぐ
、
'.
.

v

''.
'

v

.

r

h
 

,『

人
民
の
性
命
は
食
物
を
以.：て
保
康
し
、，食
物
は
耕
種

第
十
二
难.

(

ニ
六
运)

、
■雜
：

錄
：

:'
法
を
修
て
作
.
c
v
m
す
者
な
.
b
故
に
百
姓
は
國
家
の
根
本 

.
に
しV

政
事
の
基
原
®
むVJ

知
る
べ
し(
.農
政
本
論)

o
:

'
本
多
利
明
0
:ぐ
、
：

『

農
■
，は
國
の
本
な
れ
ば
王
使
と
い
へ

V」

も
、
手
自
_
 

一
転
し
.て
農
苦
：の.西
，分
の
一
、を
知
給
ざ
れ
ば_
家
の
：大
本 

\

た
る
政
事
^
側
|
1す
る
こ
せ
多
く
、
況
ん
や
康
士
に
於 

て
為
や』

；

(

經
世
秘
錄
後
篇)

。

藤
田
幽
谷
aく
、

『

古
の
英
雄
豪
傑
富
國
の
：術
さ.
ま
ざ
ま
あ.
ぅ
と
雖
も
、
 

膂
某
務
.ぢ
す
る
所
農
^

本
か
ざ
る
.は
;0
:

し(

歡
農
或
^

) 

\

詖
他
賴
山
陽(

新
策
1£

本
、窮
悉
地
カ
論
參
照)

、
松
平 

定
信(

白
河
樂
翁
I

政
語j

等

當

代
の
儒
家
た
る
學 

\

者
た
る
5

を
問
は
ず
何
れ
も
皆
農
本
主
義
論
港
な
ら
ざ
；
 

る
.は
炎
し
.
。

: 

, 

然
る
.に
漢
0

文
帝
0

詔

に

，日

く

、
门
農

天

下

之

大

本

也 

民
所
.

n

恃
以
生.1

也
'、(

漢
書
食
貨
志)

ビ
而
し
て
之
を
谇 

家
者
流
の
學
說
に
ょ
る
も
、或
は
.

『
1

農

：不
レ
'耕
民
或
爲
レ 

之
ft

、
；

一

女

不

：，
織

民

或
.
#
:之

寒』

.

.

(

管

子

輕

重

甲

)

§

 

_

，第
二 m
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(
1
1

六
袖)

雜

錄

德

JI
I

時
代
の
倚a
強

ひ
：或

は『

西
人
農一

人
居
者
王
、
十
人
®T

人
居
者
.强
：
 

(

商
子)

ビ
：云
ひ
て
民
生
の
.生
く
る
所
以
の
も
の
は
蓋
し 

衣
食
に
し
て
、
衣
食̂

足
る
所
以
の
も
の
：は
藍
し
農
に 

_在
る
旨
を
示
せ
る
な
れ
狀
爾
書

(

堯
典)

に
於
て 

:
も
概
に
:«
和
に
命
じ
て
敬
し
て
民
に
時
を
授
け
し
む
る 

の
記
事
あ
り
、
是
れ
揭
を
し
て
農
時
を
知
ら
し
..め
む
の 

意
に
外
*

k
ず
、
只
^
注
意
ず
ベ
き
は
支
那
に
て
は
古 

來
癖
田
、
親
«

の
禮
の
存
ず
る
^

0
て『
天
子
親
»

1於

： 

:
南
郊
迓
共u

齊
®

呈

^M
l
-

於
北
郊
S

共
=
純
服
-

(

禮 

記
锬
統)

加
斯
、
天
子
后
诞
0

至
想
を
以
て
粥
ら
耕
桑
、 

養
蠶
の
祭
祀
に
$

る
所
以
の
も
の
は
蓋b
誠
服
を
神 

';
,明
に
致
さ
ん
が
爲
め0
み
な
&
す
、
農
を
軍
ん
す
る
の 

‘意
趣
を
天
下
に
示
し
、
身
を
以t;
農
夫
蠶
婦
の
先
ビ
爲 

&;
ん
と
す
る
に
外
な
ら
ず
：

(

本
多
利
明
が
典
著
經
世
秘 

錄
後
篇
に
於
て
述
べ.た
，る
所
這
筒
支
那
學
說
に
於
け
る 

M
想
の
影
徵
に
は
非
る
か|

(

前
揭))

。

，
如

斯.く
、
農
業
?:

以
に
國
本
と
し
之
れ
を
尊
重
す
る 

鲒
果
淹H

業
の
.
f

は
：之
を
末
作
の
巧
と
獬
し
て
淇
渤

一
に對
|

支
那
胍
想
の
辦
響
0
S
 

一
 

0
八

典
を
忌
み
‘
*

る
當
然
の
勢
な
b
.、
3

れ
ぼ
«
臺
姐
徠
以 

下
我
國
學
者
の
‘

K

部
皆
此
.lr

に
■心
を
用
ひ
1|
*

に

之

れ

ヵ 

:

抑
腿
に
務
め
た
，り
、
而
し
て
徂
徠
の
商H

の
徒
を
魆
視 

せ
る
旣
に
前
段
9|

照
せ
る
所
に
ょ
り
て
明
か
な
る
が
、
 

彼
祖
徠
は
當
時
商
人
が
天
下
理
財
の
權
を
掌
搌
し
華
美 

\

倣
奢
の
餘
ぅ
痴
狂
を
演
ず
る
の
多
き
に
反
し
、
農
民
は 

I,

:汲
々
と
し
て
勞
苦
す
る
に
拘
ら
す
、
猶
質
朴
筒
素
の
生 

\ 

§£
を
げ
受
せ
ざ
る
べ
.か
ら
ざ
名
を
看
、
加
之
如
斯
き
愦 

一
，勢

ょ

：

b

す
る
當
然
の
M

»
農
K

の
商
工
に
轉
じ
人
口
は 

\

漸
次
田
舍
ょ
b

都

..市

に

流

入

す

る

を

«1

察
1

て
ゼ
ブ
之

\

を
攻
，
す

。

1

春
臺
は
日
く
、

j

 

■ 

'『

農
民
漸
々
減
少
す
れ
ぼ
、
米
穀
乏
く
な
る
、

H

商
多 

一
け
れ
ぼ
、
»
々
の
貨
物
を
出
生
し
、
四
方>1
4 f

 

.、、S
|

 

る
故
に
、
人
の
奢
侈
の
心
を
引
起
ル
、

(

此
點
に
.

つf

後 

„

.

„

鋳
說
>0

章
に
於
て
詳
細
を
述
ぶ
べ
し

)

命
：餵 

卜
重
：か
,

る
風
俗
に
成
て
國
用
漸
々
に
匮
く
な
り
、
上 

.

下
の
.

端
-<
£

な
る
，
@

家
0

大
な
る
.害
也C

經
濟
#

>

。

.

独
狹
は
B
く
，

い

.：

,

『

鹰
民
の
谪
質
に
變
ずる
事
、
國
貧
し
く
な
：
本
に
て
、 

國
敗
の
.上
、に
1:

嫌
ふ
所
*

$(

敗

談
1)

。

.:
:

,

.

K

 
日
く
、
'.
,

T

當
時
諸
國
K

耕
作
を
嫌
び
米
の
食
を
悅
び
、"
百
姓
を 

棄
て
^

>

商
人
ビ
な
^

故
衰
微
し
/2

‘る
村
ケ
多
き
事
度
々

承
る
也(

政
談
一一)

。
.

.

.

.

又
三
浦
梅
園
は
日
く
、:;
;
丨
、ノ̂
^
^
^

『

農
減
ず
れ
ば
、
財
減
す
、
財
減
す
れ
ば
國
本
雜
し

S

S
O
V

賴
山
陽
ば
日
く
、
註
：
;:
;:
,
:
. :

:::

':'

:.'
:
:

T
.

昇
：中
之
俗
貴
未
而
賤
農
重
金
錢
而«

米
粟
、
相
習
栩
率
，
 

不
知
其
不
可
也.(

中
略)

興
求
爲
商
實
再H

技
藝
之
人
、
，
；

游
竽
浮
食
大
平
於
天
下
之
籍

(

新
策
正
本
、'
窮
悉
地
力
' 

論)

s
 

- 

N

s

l

m

f

i

-

.

.

即
ち
山
陽
の
如
き
は
商
エ
潘
を
以
て
游
手
双
夂
の
徒
S 

せ
る
な
り
。

'
然
6

而
し
て
、
今
支
那
に
於
て
此
點
に
付
き
如#-
な

を
：思
想
を
把
‘持
せ
し
や
を
見
る
.に
、

I

韓
非
子
は
商
玉
紀
以
1

五
»

0'
ー
に
加
へ 

.『

明
壬
治
ゾ
國
之
：政

使

ヾ

典

商

エ

游

食

之

民

少

而

名

卑

以 

寒
、趣n

本
務t

而
減
巾
未
作
^

五
_

)

ビ

云
ひ
ヽ
漢
の
時 

ベ：
賢
良
文
學
の
士
は 

‘
 

I
.
『

國
有n

沃
野
之
龜
ハ
而
K

不
ゾ
足
1
1於
1«
1

«
不
ゾ
務
I
1
K 

用r

而
淫
巧
衆
也
、'

(

鹽
鐵
論
、本
®

)

と
云
へ
る
又
、漢
の 

|

高
祖
が
寶
人
の
絹
を
著
け
、s

に
乘
る
を
嚴
禁
し
熏
税 

|

5:

赋
課
し
て
.之
.れ
を
困
辱
せ
る
:̂

如
き
最
も
明
0

に
®
 

\

般

の

思®'
を

表

は

せ‘る
も
の
な
り
、
而
し
て
其
の
理
如 

一
何
と
云
ふ
に
、：
徂
狹
春
臺
の
述
べ
た
み
が
.如
く
、
商
工 

|

は

勞

せ

ず

し

て

、
農
*:
の

利
？-
.奪
取
す
る
の
'み
な
ら
す 

\

奢
侈
遊
惰
の
氣
風
を
助
成
せ
し
ひ
る
が
故
な
6

、
支
那 

:̂

に
於
て
.此
間
の
消
息
を
洩
せ
る
も
の
は
之
を
晁
錯
と
な 

す
o

へ
彼
日
く
、

■
.

.

『

今
農
夫
五
ロ
五

家

、
其

服

役

者

不

ゾ

下

，
ー

1
人
ぅ
其
能
耕 

者
不
ゾP

W

R

T

W

K之

收

、
不
ゾ
過

n

言

石

！

(

中
略
崂
四
時

锒
ナT1

卷

-0
.
1

六
五)

雜

錄
.

德
川
時
ー
代
の.倚
農
論
|2
_對
す
々
支
那
思
想0:
影
響
.

.■
站
'ニ
號

1
〇
九
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B
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•
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メ
 

.
A
y 

%

t-
Y
-
i
k
^
^
a
j
l

筋

十

二

怨0
1

六
六)

雜
錄
德
川
時
代
の
倚
農
論|;
對
す
る
支
那
思
想
の
彩
题
浓
ニ
號

〇

之
間
、
亡
を
休
息
ズ
中
略

)

勸
苦
如
此
、
何
復
被
„
水
旱
之 

炎
«

政
暴
虐
、
賦
歛
不
ビ
時

』
(

漢
書
食
貨
志)

と
て
.農
茜 

ノ
の
至
難
な
が
を
說.け

反

之『

施
質
大
潘
爾
貯
倍
息
小 

，者
坐
列
贩
寶
、
操
ニ
其
奇
興
日
游

U

都
市1

乘
ニ
上
之
急1 

。所
ゾ
貴
必
傜
、
，故
其
劣
不=
耕
転
'̂

女
不n

i
l

織
.

T:

衣
必
龙 

,來
タ
食
必
梁
肉
、亡
ニ
農
夫
之
苦
；
有
：存
僻
之
得

『

因
=
其 

甯
原t

交
>

m
王
.候t

备

1

&
勢r
 (
同
上)

，，ビ
て
弈
砂
倣 

%
：

極
b

な
き
に
*

勞
苦
:̂

き
を
云
べ
り
、
玆
に
於
て
が 

農
敗
は
其
生
活
の
腿
迫
に#

へ
：ず
し
て
其
鄕
を
棄
，て
其 

.業
を
去
ぅ
で
.商
贾
と
な
る
裁
炙
1>
、
.，き
れ
欣
彼
猶
ほ
語 

.を
»

ぎ
で
!5
1

く
、『

此
7®
A;
r3
r

S
 以
ic

こ
幷
農
人
ハ&

人
^
|
1
. 

以
流
？

者
也(

同
上)

。
：

,

飜
て
、
春
臺
を
見
る
に
、
彼
は
農
を
本
ビ
しH

.

商
を 

末
ビ
し
之
れ
‘が
，膨
脹
を
忌
み
だ
る.
事
旣
述
の
如
き
も
、. 

彼
は
全
然
商H

業
を
否
認
せ
し
や
と
云
ふ
に
"
然
ら
す
、
 

即
ち
日
く『

四
捣
は
國
の
：资
に

し

て
-

I

つ
も
缺
け
て
ぼ 

國
ぐj

云
は
す』

(

前
揭)

に
依
b
v

明

な

り

、
而

し

て

彼

.は 

典
を
擻
衍
し
てS

 
く
、
 

，

『

衣
食
備
り
て
、
飢
寒
を
免
る
、
辟
な
ら
ば
、
外
に
求 

む
る
こ
と
は
あ
る
ま
，じ
けft
ど
も
、
衣
食
許
り
に
て
も 

'す
ま
す
、
上
に
云
へ
る
如
く
、
平
生
に
無
く
て
叶
は
ぬ 

.物
も
數
多
く
あ
ぅ
又
、
衣
食
を
作
る
に4

、
夫
，々

の
器 

物
レ
有
ら
：：で
、

又
天
下
の
土
地
一
同
な
ら
'̂ 

れ
ば
、
其
地
^

生
ず
各
物
ビ
生̂

ぬ
物
ビ
あ
ゲ
、
さ
れ 

ば
、
古
は
聖
人
農
作
の
遨
を
人
に
敎
へ
た
ま
ひ
て
、
‘
其 

上
に
又
.交
易
し
て
有
無
相
通
ず
るビ
云
ふ
遨
を
敎
へ
玉 

く
へ
り
、
有
る
も
办
を
以
て’
無
き
も
の
に
易
ふ
れ
ば
、 

此
方
も
、
此
方
.も
*

通
し
て
M

ゑ
る
な
l
b

』
(

■

濟

錄

食
 

貨

篇)

o 

,

思
ふ
に 

> 
春
臺
は
m:
本
主
義
論
*
に
相
違
なき

i 

此
點

に

1«
し
其
贩
«'
狹
に
比
し
て
稍
穩
健
なる

も
の
あ 

b
、
此
點
寧
ろ
蕃
山
並
に
梅11
に
似
た
6
、
蕃
山
は
日

<

>

 

'

.

.

.

'

'

 

. 

-

V

 

『

五
毂
あ
る
者
は
魚
な
し
、
溆
あ
る
者
は
芄
榖
な
し
、 

交
易
す
る
時
は
互
に
用
を
達
す
員
業
を
事
と
す
る
者
は 

鳅

を

造

る

，い

ビ

1
な
1>
鍬
镰
を
造
る
渚
は
耕
作
を

.か
ぬ
る
事
能
は
中
故
に
'農
人
は
易
る
に
五
穀
を
以
て
し 

緞
冶
は
煥
具
を
造
り
て> 
た
が
，ひ
に
、
交
易
し
て
、
各 

其
所
を
得
た
り
、
海
物®
如
此
、
又
農
人
職
人
自
來
て 

揭
る
^

い
と
ま
な
し
、
施
人
こ
れ5:
貝
取
て
相
通
す』

. 

(

集
義
和
書)

0

•

而
^y

て
此
等
の
思
想
は
孟
子
、
管
子
の
道
破
し
是
認 

せ
る
所
に
し
，v
、
：.
f子
はin 
く
、

：

『

市
廄
而
不
“
征

、
法

而

不

，
廛

1

(

公
孫
31
:

上)

S

ベ
て 

一
商
人
を
保
観
す
る.事
を
以
て
主
政
の
..：

一

ヒ
せ
る
ょ
ぅ
見 

れ
ば
必
ず
し
T

P
If
t
x

を
胡
^

ぜ
ざ
6

し
を
知
る
に
足
る 

.又

、
'
.
:
日

ぐ
-

^
 

i

:

人
之
身
、而

K

H

之
所
爲
備
、如
必
自
潙
、而
後
用
ゾ 

之
、
：是
率n

天
下1

而
道
也(

ホ
略)

固
不
レ
可
耕
且
爲
也』 

(

滕
文
公
上)

ビ
て
職
業
の
分
業
を
認
め
た
る
も
の
、
如 

し
、

:

:

次
ぎ
に
管
子
は
日
く
、
：.

〕

•『

國
有n

沃
野
之
饒T

而
段
不
ゾ
足
：1於
食1

溝
、器
械
不
備 

也
、
贫
山
海
之
货
丽
：民
不

“

足
ニ
於
» :

者
、齒
エ
木
“備
也

谘

十

二

卷(

ニ
六
七)

雜

錄

■

(

中
略)

、
養
生
送
ド
死
之
具(

中
略)
待
レ
商
而
逋
ヽ
待
ゾ
エ 

而
成』
(

鹽
鐵
諭)

ビ
。：

次
ぎ
に
吾
人
は
農
本
主
義
論
漭
た
る
徂
徠
並
に
漭
蟇 

j 

.が
、
都
市
の
膨
脹
ミ
地
方0
,荒
廢
に
就
き
如
何
な
る
意 

見
を
荷
し
如
何
な
る
：救
濟
を
以
て
之
に
顺
應
せ

ん

S
し

 

j 

-/a
る
.か
^
 ̂知
^

ん̂
，̂

,春
臺
は
日
ぐ
、

『

聖
人
の
敎
に
は
天
下
の
戶
籍
を
疋
し
く
し
て
、
四
民 

の
家
數
、
人
制
を
度̂

改
て
、
.農
民
ょ
b
妄
に
他
の
業 

\

に
遷
る
乙VJ

を
禁
す
る
也
、
當
代
に
は
此
禁
なS
故
に
、 

一
エ
商
の
®
日

，
々

に
數
多
ぐ
な
り
、
在
々
所
々
に
偏
滿
し 

I

て
、
人
の
用
^
辨
ず
る
は
.便
利
な
.る
樣
な
れ
.ど
も
、
人 

の
侈
心
を
引
起
し
、
金
働
の
貨
悉
く
：貨
人
の
•減
に
納
ま 

る
、
■歎
し
き
こVJ

に
非
ヤ
や』

(

經
濟
錄
食
貨
綠)

と
て
農
民
の
轉
業
を
禁
炮
ん

W

せ
h

、.
次
に
、
徂
徠
は 

此
の

對
應
策
と
し
て
都
會
め
膨
脹
を
刺
限
し
都
鄙
の
分 

働
を
限
定
し
以
て
人
返
じ
の
法
を
爲
す
ベ
&
を
唱

へ

た

>

9

S日
ぐ
、

德
川
時
代
の
命
農
論1;
對
す
か
支
那0:
想
の
鼢
響
第
ニ
雛
.
マー一
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uwpllg

,
、
lyr
r
^
u
^
H 

ぬ

七

い
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L
r
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> 

N 

t
* 

”

鲂
十
ニ
饴

o

r
ハ八)

雜
錄
德
川
時
代

0

倚
戲
論
IV

對
す
る
突
那
思
想

o

影
響
第

V
I

號
.

I 

一
 

ニ

.
'

『

關

八

州

ょ

る

米

穀

に

て

_
城
下
並
に
關
八
卿
砂 

人

のI

年
の
食
事
の
足
る
績
釵
準
合
し
て
、
#

綁
下
の 

人
數
を
定
む
ベ
し(
中
略)

此
限
を
以
て
御
城
下
の
人
數 

を
限
-

其
外
は
悉
ぐ
諸
國
へ
返
す
べ
し

』
(

政

談一

、) 

ビ
云
ひ
て
一
方
に̂

籍
?:

憋
现
修
査
し
、
他
方
に
於
て

r 

路
引
{
旅
券)

の
法
?:

*

て
人
民
を
±

著
ぜ
し
む
ベ
き

を 

說

け

' 

:

:

.玆
に
於
て
か
吾
人
灶
農
本
主
義̂
關
連
し
：て«

ぽ
±
 

翁
論
並
び
に
游
民
禁
止
及
び
兵
農
說
に
就
き
て
論
述
せ 

ん
と
す
。

’
，
農
民
の
鄉
を
去6
.家
を
輕
ん
す
る
は
常
代
罾
*

の
最 

も
憂
撤
せ
し
所
に
し
て
/
，
彼
等
は
ロ
を
極め
て

之
れ
k
 

反
對
せ
り
、
泰
臺
は
經
濟
錄
第
九
卷
制
度
篇
に
於
て
：說

'
.て
日
く
、
：

:
:'
:'
;
.

へr

民
を
治
む
る
遊
は
土*

を
本
S

す
、
土
着
ビ
は
、
；
天 

下
の
人
を
*l
t

土
に
着
る(

也
、
又
地
着
S

も
云
ふY

異
國
は 

勿
論
な
り
"

吾
國
も
古
民
皆
土*

也(

中
路)

先
海
內
の 

人
K

を
悉
土
に
着
け
ざ
れ
ば
、
戶
籍
を
立
べ
き
欉
な
し

是
國
を
治
る
一
大
策
也』

ビ
，云
；

S

又
、『

國
家
の
治
め
.に 

は
土
民
を
土
著
す
る
を
本

V
J

す
{
中
略)

諸

侯
は一

た
び 

國
を
亂
て
ょ
り
、
51
*

地
^
去
ら
ず
し
て
久
住
す
る
を
以 

て
、
磐
呑
の
固
め
を0

す
裁
也』

、S
說
け
り
、
胳
る
に 

當
代
に
至
6

幕
府
«,

諸
侯
を
動
か
す
に
力
む
是
れ
所#
 

V

J

Mし
一
代
^

に
數
度
轉
勸
を
命
せ
ら
る
、
事
す
ら
あ 

れV」
.

も
這
は
諸
侯
を
困
惱
せ
し
め
士
民
を
疲
弊
せ
し
め 

仁
政
に
背
き
武
備
を
忽
に
す
る
も
の
な
れ
ば
典
の
制
度 

は
斷
然
廢
棄
す
べ
き
を®

ベ
た
b
 

(

所
#
は
元
來
其
の 

目
的
の一

と
し
て
諸
侯
を
困
窮
せ
し
む
る
の
策
な6) 

如
斯
春
-
«
;は
農
民
0

土
著
を
以
て
政
治
のI

法
s

M

惟 

せ
る
な
り
、
而
し
て
這
は
蕃
山
、
徂
徠
の
旣
述
す
る
所 

あ
ぅ
た
6

、
徂
徠
日
く
、

_

_

I I
i:
l

_

を
地
に
付
る
仕
形
と
云
ふ
は
月
籍
路
引
の
一
一
な
b

、
是 

R

て
世
界
に
紛
者
な
き
の
み
な
ら
ず
、
是R

て
世
界
の 

人
に
統
轄
を
付
る
故
世
界
高
民
悉
く
上
の
御
手
に
入
て

:

上
の
御
心
儘
に
な
る
仕
方
也

』
(

政
5

 )

。

而
し
て
■

襞
な
る
當
時
の
儒
家
は
井
田
.の
法
の
眞
意 

を

解
-̂

る
所
な
ぐ
し
て

*

;€『

燕

盤

格

子

の

や

ぅ

に

0 

る
事V

ば
か
6

思
ふ
な
ヶ』

と
て
其
の
淺
學
を
嗤
ひ
更 

に
龉
を
繼
け
て
日
く
ヽ

『

井
田
の
法
は
萬
£

を
土
著
せ
し
，
 

め
、
鄉
黨
の
法
を
以
て
民
の
恩
義
を
厚
く
し
、
風
溶
を 

な
ほ
す
術
也
、
萵
民
土
著
せ
ざ
れ
ば
败
敎
共
に
行
は
れ 

t

故
に
是
を
政
道
の
本
ヒ
す』

(

献
上)

と
て
段
の
土
著 

を
唱
道
す
る
と
典
に
春
臺
と
择
し
く
其
：の
轉
業
を
.禁
ず
：
 

べ
き
の
旨
を
說
け
り
日
ぐ
、

.

「

レ
.

『

扨
治
遨
の
筋
に
心
を
入
る>
と
云
は
其
_品
數
多
き
、j 

と
な
れ
ず
も
、
要
を
約
し
て
、
云.は
い
、
田
舍
は
農
業 

御
城
下
はH

商
の
業
を
動
め
.ぬ
潸
無
き
や
ぅ
に
す
る
.乙 

と
是
第
一
也
、

』
(

政
談)

-;
;

中

；、

.
.

玆
に
於
て
袓
徠
、
麻
臺
は
當
時
©
武
家
生
活
を
以
て

■ 

凡
て
旅
宿
の
横
涯
に
在
る
も
の$
し
、
：而
も
、
旅
宿
の 

境
涯
を
腕
却
す
る
'能
ば
ざ
を
結
果
®:
刺
な
る
貨
幣
經
濟 

:

の
渦
#
に
投
せ
ら
れ
、
貴
穀
賤
餞
の
實
を
忘
れ
、
遂
に

第

中

ニ

卷(

ニ
六
九)

_

錄
：

德
川
時
代
の
倚
歡

貨
幣
を
雄
び
米
穀.を
贱
む
の
«.
を
生
じ
年
貧
米
は
贫
粆 

を
控
除
せ
る
以
外
悉
皆
之
を
資
#
し
て
货
胳
と
交
換
す 

る
を
以
て
武
家
の
資
產
は
餘
商
人
に
.吸
收
せ
ら
れ
徒
に 

商
人
の
私
雁
を
肥
牌
せ
し
ひ5.
の
み
に
て
«
^
«
日
を 

逐
ふ
て
困
窮
に
赴
き
遂'に
：其
の
_
操
を
責
る
の
止
む
な 

き
に
至
る
所
以
を
說
き
之
れ
が
救
濟
法
ど
し
て
は 

の
«

涯
ょ
6
.脱
却
せ
し
办「

御
買
上」

等
を
廢
止
.せ
し
め 

武
家
は
之
：を
田
舍
に±

著
せ
し
む
る
事
な&

、
w:
し
て 

這
は
經
濟
上
、
政
治
上
、
風
敎
上
ょ
ヶ
し
て
大
い
に
可 

な
る
の
.旨
を
述
べ
た
b

、(

經
濟
錄
、
經
濟
錄
拾
遺、
' 
政 

談
、
大
苹
策
ヽ
參
照>

,

農
民
土
著
は
春
山
徂
錄
、
春
#
の
み
の
唱
ベし
も
の 

に
あ
ら
ず
しv

賴
a l
,

陽
、
正
诗
考
棋
の
如
き
も
其
れ

.

と
. 

同1,

意
見
を
泱
せ
'り
、
山
鼢
は
日
ぐ
、

『

林r:
勢
=
於
3

M

嚮
ャ
於
戀
不
ゾ
禁
ァ
背
一

I

於

齊

而
fl
■
巾 

於
鄙
つ(

»

議)

V

.
考
桃
は
0,
く
、

：

.

1
風
俗
を
亂
し
豫
潤
0 .
>
害.
は
：四
民
'雜

居

に

在

^
,

(

經

濟

1

對
す
る
交
那
思
想
の
紙
響
,
.

第
二
寧
 

一
ニ
ー
一



笫

卜

二

洽(

ニ
.七
〇)

雜

錄
 

'德
川
時
代
の̂
-段
論
！

£

對
1

支
那
思
想
の
影
響
第
二
號

四

.

.問
答
秘
餅)

-' 

V

:-

鸿
莫
這
筒
土
著
論
ミ
て
も
、；，之
れ
晁
錯
、
班
固
、
管
：

'子
#

の

旣

に

之

を

洞

察

せ

る

も

の

あ.
.
.

逝
固
は
井
田
の
法
を
以
て
農
民
土
著
に
須
ふ

べ

き

の

 

策
な
ぅ
と
し
v

(

f
f
i徠
の
土
著
論
參
照)

日
く
，

,『

課
民
之
道
、
地
著
爲
ゾ
本
ヽ
繁
健
レ
步
立_

、
JE

ゴ
其 

經
界〗

(

漢
會
食
貨
志)

0 

，‘
管
子
，は
四
1£

雜
居
の
：禁
止
を
說
き
て
日
く
、

_ 

. 

『

士
農
エ
商
四
民
考
、國
之
石
民
也
、
不
ゾ
可
レ
使
，翻
處
”
，
 

權
處
則
其
言̂

、
其

事

亂

、
；
是

故

®

王

之

處

士

、
必

於

’間 

燕
處
農
必
就
二
田
野
；
處

v

エ

必

就

：：

官

府T

處
レ
商
必
就
ニ. 

市
井r

(

小
_

篇)

蓋
じ
其
意
四
段
別
處
せ
ば
異
物
を
見

( 

て
、
遯
ら
ず
、
各
自
己
.の
生
業
に
安
ん
じ
近
隣
互
に
栩
競 

ひ
て
、
.其
業
を
勵
ひ
の
風
を
生
す
る
を
得
べ
き
が
故
な 

へ
ら
ん
へ
：

'■ 

;
' 

,
'
-
3

:

■
次
ぎ
に
農
民
土
着
論
と
相
關
し
て
起
る
間
題
は
所
謂 

兵
農
說
な
る
も
の
に
しT
春
*
は
經
濟
錄
五
卷
兵
備
篇 

，，に
於
て
之
を
述
べ
先
王
の
世
に
は

「

與
„
共
於
殷
こ
ビ
言

ひ
て
、：
兵
.を
ば
.農

よ

セ

出

せ-
而̂
1>
:
て

漢

.の

代

に

趙

充 

國
出
で
、
屯
田
の
法
を
採
用
し
爾
來
此
の
制
度
を
採
用 

'せ

じ

栌

唐

の

時^-
よ

ト

丘

ハ

農

を

分

つ

事

を

始

め

後

世

此 

例
に
傚
へ
レ
と
て
支
撕
に
於
け
る
其
由
來
を
述
べ
页
に 

筆
を
«
じ

て

本

に

：て
も
中
古
以
來
は
武
士
た
る

者
皆 

農
夫
也
S
.

(

而
し
で
日
本
は
昔
i

b
®;
の

®

に

傚

ひ

典

農 

は
，之

を

分

ち

し

も

)

然
る
に
常
代
は
然
ら
ず
、而
し
て
典 

.農
說
の
根
' ®
と
す
る
所
如
何
ビ
云
ふ
に
、
彼
は
日
く
當 

代
の
兵
數
タ
き
は
其
0
兵
畠
5:
.分
ち
た
る
に
よ
る
、
然 

か
も
昔
日
大
名
<
獬
せ
し
は
«
所
に
名
田
を
多
く
有
じ 

た
る
も
の
に
し
て
、
：
新
田
、
足
利
等
の
一
族
も
皆
之
に 

:

風
す
る
を
說
き
觅
に
語
を
繼
け
て
日
く
、

『

ざ
れ
ば
其
世
に
は
.
、

.

百
姓
ビ

い
：ふ
者
皆
武
を
務
め
し 

故
に
、
®

の
出
る
に
及
で
、
兵
數
甚
多
か
ぅ
し
な6
、 

近
世
戰
.と
な
6
 V

よ
れ
當
代
に
茧
て
、
武
家
は
武
家
ッ 

農
人
は
農
人
と
分
れ1:
>
農
人

はI

向
に
軍
賦
に
入
ら 

t

僅
に
只
人
夫
を
出
す
の
み
な
る
故
に
、
今
の
世
に 

は
兵
の
出
る
數
甚
少.し
、
云
々』

と
て
兵
數
が
英
瓞
分
_
の
爲
め
に
減
せ
る
事
を
述
べ
れ

次
ぎ
に
彼
は
當
晚
の
武
士
が
，大
平
治
弗
的
武
術
，の
み 

に
努
む
る
を
指
摘
し
て
：日
く、
':

『

騎
腸
の
法
も
、
養
馬
0:
:
法
も
_、
：治
平
の
■日

ビ

、

陣

に

.，

「 

.臨
む
時
ビ
、
一
一
つ
の
道
ぁ
り
て
、
不
ゾ
同
、
今
の1|1
:に
ば
：
 

坶
に
騎
る
も
、
馬
を
養•ふ
も
、
皆
治
平
の
日
の
用
に
立: 

て
«

の
美
を
.務
む
ふ
の
み
也
、
若
騎
戰
を
な3
ん
ビ
な 

ら
ば
、
今
の
養
法
、
鱗
法
に
て
ば"
馬

も

人

も

用

^

立 

ま
じ
き
也』

、
ビ
て
武
士
の
柔
弱
に
流
れ
奢
侈
、
優
雅
の.
 

み
事
^
す

る

を

語

る

^

^

兵

農

說

の

論

據

を

述

べ

一
 

/て

日

ぐ

，
：

 

■

I『

日

本

の

武

士

の

風

：、
；
上

代

は

如

何

ぁ

6
け
ん
、
考
へ 

難
し
、
中
古
以
來
は
、
武
士
た
る
も
の
は
-i
t
農
夬
也
、今
，
- 

の

世

办

鄕

士

と

い

ふ

考

の

：如

し

,
.常
に
鄕
里
に
住
で
農
. 

を
業
と
し
、
當
る
者
;̂

弓
^
、:'
武
邈
を
心
.が
け
、
山
野
':
: 

に
遊
で
は
、
禽
獸
を
逐
；

5
、

川
澤
に
入
て
ば
龜
艦
を
捕 

k
y
>或
は
悔
を
胤
せ
、
.或
は
水
を
游
ぎ
、
險
阻
.を

.®
り
、

,

第
十
1
-
1怨

(

ニ
七】

)

雜
錄
德
川
啼
代
の
倚
^
論

勞
苦
に
慣
て
、
筋
骨
も
固
く
ヽ
行
步
も
壯
健
也
、
貧
き
者 

は
平
H

身
を
耕
作
に
苦
め
、
寒
署
を
胃
て
動
勞
す
る
故 

に
、
如
何
な
る
觀
麵
を
も
能
く
忍
ぶ
、
是
世
の
風
也
、 

凡
武
士
は
本
賤
き
業
也
。3

れ

ば

手

足

胼

胝

し

、

肌

‘鹰 

I

.K

.裂
し
て
も
、
fi

骨
强
く
行
胤
健
な
る
を
上

v
j

す
、
今 

，の
世
の
武
士
皆
世
祿
に
て
都
下
に
聚
彡
居
て
、
數
代
を 

| 

.歷
る
故
に
、
い
つ
と
な
く
、
武
士
の
本
を®

れ
、
心
も 

j

身
も
風
儀
も
、
公
家I上
腿
の
如
く
に
な
り
て
、
武
事
の 

|

用
に
立
0

ベ
ル
ゾ
見
ゅ
る
读
は
礙
叶
认
中
ゆ
冲
に
一
人

で
め
る
故
也
、

』
(

以
上
經
濟
錄
第
七
卷
武
備
篇)

。

I「

惟
ふ
に.
彼
の
兵
農
.說
な
る
も
の
は
其
の
极
抵
に
於
て 

^
農
民
土
著
論
の
一
種
$
見
做
ず
く
べ
く
、
少
く
と
も
、
 

農
民
土
著
論
な
る
論
撳
ょ
り
出
發
せ
る
も
の
な
り
、
而 

し

て

ノ

農

民

土

著

は

：所

謂

：農

本

迮

義

論

ビ

相

俟

ち

*|
携 

へ
て
論
ず
べ
き
も
の
に
し
で
、

一
つ
は
他
の
前
提
た
“ 

;:
'
艾
他
ば
一
の
前
提
た
る
ビ
共
に
之
れ
が
反
對
に
前
^
は 

後
者
の
斷
定
結
論V」

云
ふ.
ベ
く
、
後
#

は
前
*
の
結
論

に
對
す
る
支
那
忍
想
の
影
铿
访
ニ
號
こ
五
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筋

十

二

卷(

ニ
七
ニ)

雜
錄
德
川
哝
代
の
倚
農
論
に
對
す
る
变
那
思
想
の
影
響
第
二
雛

十

な
り

-̂
も
云
ふ
を
得
べ
し
。

終
り
に
游
民
の̂

に
：つ
き」

言
せ
ん
に
、
春
臺
は01. 

く
柏
末
作
の
巧
禁
ず
れ
ば
則
ち
段
游
食
す
る
所
な
し
、

R

游
食
す
る
所
な
け
れ
ば
則
ち
、
必
ず
農
を
事
と
す
、

』 

ニ
產
語
前
揭)

然
ら
ば
游
民
と
は
如
何
^
云
ふ
に
古
來
游
民
に
つ
き 

て
其
範
圍
程
度
に
於
て
學
潘
の
見
解
必
ず
し
も
■一

 

な
ら 

4
、

或
は
士
農
以
外
を
以
て
游
民
と
す
る
あ
レ
、
或
は 

,農
民
以
外
を
以
て
す
る
あb
尙
ほ
或
る
論
著
は
四
民5 

外
を
以
て
游
说
と
せ
る
あ
办
、
而
し
て
游
民
禁
止
の
問 

題
は
早
く
ょ
&
學
莕
に
依
仏
て
唱
道
せ
ら
れ
た
る
所
な 

る
が
如
く『

周
禮』

裁
師
に
趴
て『

ル
民
»

_

事 
一#
、 

出
來
家
之
征』

と
云
へ
る
は
蓋
し
無
職
潘
即
ち®

民
：に 

:
重
税
を
赋
課
し
て
之
れ
を
防
遏
せ
ん
と
のa
に
ば
非
る

か
0

リ

： 

.

.

.

要
之
、

' 游
民
禁
止
ビ
は
不
生
産
者
を
促
し
て
生
産
に
：
 

從
事
せ
し
め
ん
ビ
す
る
も
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